
ロー

23，995

26，078

50，073

10，966

人
男
女
計
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

．
o
1
9
1
1
5
菖
■
竃
耳
ー
ー
巴
彫
ぜ

㎜
月
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本
市
が
騒
音
規
制
地
域

み
な
さ
ん
の
や

こ

こ
れ
ま
で
、
市
内
の
騒
音
公
害
は
県
の
公
害
防
止
条
例
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
騒
音
の
発
生
源
で

あ
る
特
定
施
設
の
届
出
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
騒
音
公
害
の
対
策
は
必
す
し
も
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
工
場
騒
音
、
建
設
騒
音
を
規
制
す
る
地
域
の
範
囲
を
大
巾
に
拡
大
し
、
さ
ら

に
自
動
車
騒
音
に
つ
い
て
も
必
要
な
規
制
を
行
な
う
な
ど
あ
ら
た
に
騒
音
規
制
法
が
こ
の
ほ
ど
改
正
さ

れ
、
本
市
な
ど
八
市
と
頸
城
村
の
各
一
部
の
地
域
が
法
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
下
そ

の
概
要
を
述
ぺ
ま
し
ょ
う
。

難
、
㎜
『
本
市
の
難
域
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
時
聞
帯
に
応

蒙
鹿
螺
聾
器
繍
憾
難
区
域

一
擁
礁
嚢
防
学
馨
約
　

薩轟

縄
鼎
②
難
鴎
叢
鋒

　
隠
嚢
囲
ま
れ
た
約
九
百
⑤
第
三
種
区
灌
箋
要
・

　撫鱗

羅
と
羅
盤
謎
工
業
区

譲
器
の
規
制
④
顯
肇
癒
分
が
工
業

￥
…
叢
豪
嚢
は
裂
工
鐸
場
霧

門
．
．
一
一
纂
v

騰
、
　

海
叢
“
　鱗

　
　
　
■
鵠
鯛
器
樋
謡
”
鵠
”
器
”
認
餉
騙
鵠
”
”
脆
。
●
”
㎝
”
”
・
●
器
昭
誰
髄
”
”
燭
器
”
認
”
鵠
錦
凶
”
鵠
肥
器
”
器
臆
謬
胆
”
”
”
緒
”
”
”
”
”
認
”
”
“
器
肥
謡
纏
樋

」
】
壱協
力
を

織
機
、
建
設
用
機
械
、
木
工
加
工
機

械
、
穀
物
製
粉
機
な
ど
騒
音
を
発
生

す
る
機
械
を
便
う
工
場
、
事
業
場
は

既
設
、
新
設
を
含
め
市
長
に
届
出
、

規
制
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。

口
指
足
地
域
内
に
お
い
て
、
特
定
建

設
工
事
を
施
行
し
ょ
う
と
す
る
者
は

市
長
に
届
出
、
か
つ
、
規
制
基
準
に

適
合
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

白
指
定
地
域
内
で
の
自
動
車
騒
音
が

基
準
を
こ
え
た
場
合
は
、
県
公
安
委

員
会
に
対
し
、
道
路
交
通
法
の
規
定

に
ょ
る
措
置
要
請
が
と
ら
れ
ま
す
．

　
市
長
の
事
務
権
限

　
指
定
地
域
内
に
つ
い
て
、
知
事
の

権
限
に
属
す
る
つ
ぎ
の
事
務
が
、
市

長
委
任
さ
れ
ま
す
。

e
届
出
の
受
理

ω
計
画
変
更
や
改
善
勧
告

㊧
改
善
叉
は
変
更
命
令

四
自
動
車
騒
音
の
措
置
要
請

㈲
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査

因
騒
音
の
大
き
さ
の
測
定

　
罰
則
の
適
用

　
地
域
内
の
工
場
、
事
業
所
が
届
出

を
せ
す
、
あ
る
い
は
改
善
命
令
に
違

反
す
る
等
の
法
律
違
反
に
は
、
懲
役

又
は
罰
金
な
ど
の
き
び
し
い
罰
則
が

　
救
急
車
の
音
が
す
る
…
今
日
も
ま

た
交
通
事
故
が
起
き
た
の
か
と
市
長

室
に
お
り
な
が
ら
も
心
配
で
な
り
ま

せ
ん
。

　
車
は
年
々
増
加
し
、
ま
さ
し
く
車

社
会
の
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
　
老
人
や
子
ど
も
を
含
む
市
民
一
人

残
こ
ら
す
交
通
社
会
に
生
き
る
人
間

と
し
て
交
通
の
キ
マ
リ
を
知
り
、
そ

れ
を
実
際
に
守
る
こ
と
以
外
に
交
通

事
故
を
減
ら
す
方
法
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
市
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
つ
ぎ
の
こ
と
を
実
行
し
て
も
ら
い

す
ぺ
て
の
道
路
通
行
が
安
全
で
な
ご

や
か
な
場
に
姿
を
変
え
る
こ
と
を
ね

が
っ
て
い
ま
す
。

　
e
道
路
の
通
行
は
車
だ
け
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ロ

　
ω
「
道
路
を
走
る
」
「
道
路
を
歩

く
」
す
べ
て
キ
マ
リ
が
あ
り
ま
す
．

　
そ
の
キ
マ
リ
は
、
道
路
交
通
法
と

交
通
教
則
で
き
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
　
こ
の
キ
マ
リ
を
知
ら
な
い
と
日
常

生
活
が
で
き
な
い
よ
う
な
時
代
と
な

交
通
事
故
O
を
ね
が
っ
て

市
長

で
も
な
い
、
歩
行
者
だ
け
の
も
の
で

も
な
い
、
ま
た
自
分
の
車
だ
け
が
勝

手
に
突
走
っ
て
よ
い
も
の
で
も
な
い

お
互
い
に
相
手
の
立
場
も
考
え
「
ゆ

す
り
合
い
」
の
気
持
で
道
路
に
出
た

ら
最
高
の
マ
ナ
ー
を
発
揮
し
、
道
路

上
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

春
　
日
　
由
　
三

っ
て
い
ま
す
。

　
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
警
察
官
や
交

通
指
導
員
ま
た
は
交
通
安
全
協
会
の

人
達
に
聞
い
て
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
白
老
人
や
子
ど
も
の
安
全
は
、
社

会
で
守
っ
て
や
る
責
任
が
あ
る
と
思

い
ま
す
．
　
　
　
　
ロ

運
転
す
る
人
は
老
人
と
子
ど
も
を
㎜

見
た
ら
「
要
注
意
」
で
安
全
運
転
し
田

て
く
だ
さ
い
・
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

母
親
は
子
ど
も
に
対
し
幼
児
の
う
㎜

ち
か
ら
、
く
り
か
え
し
く
教
え
て
皿

や
る
と
と
も
に
母
親
み
す
か
ら
模
範

を
示
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
騒
音
規
制
法
の
適
用
を
機
会
に
夜

間
、
と
く
に
深
夜
、
休
日
の
静
穏
保

持
の
た
め
、
市
民
各
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

本
市
の
米
生

産
調
整
数
量

適
用
、
た
だ
し
法
律
は
、
小
規
模
の

事
業
者
に
対
す
る
計
画
変
更
勧
告
、

改
善
勧
告
及
び
改
善
命
令
の
規
定
適

用
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
勧
告
又
は

命
令
の
内
容
に
つ
い
て
特
に
配
慮
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て

肥
一
随
肥
”
岡
肥
四
”
”
餉
”
胴
四
”
四
”
”
随

千
六
百
十
八
ト
ン

米
の
予
約
限
度
数
量
六
千
三
百
六
十
五
㌧

米
生
産
調
整
も
三
年
目
を
む
か

え
、
本
年
も
米
生
産
調
整
数
量
千
六

百
十
八
“
、
米
の
予
約
限
度
数
量
六

千
三
百
六
十
五
鈷
が
本
市
に
割
り
当

て
に
な
り
、
去
る
三
月
二
十
九
日
の

農
亭
運
絡
員
会
議
を
通
じ
各
農
家
別

の
剖
り
あ
て
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

農
家
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

　
各
農
家
の
米
の
予
約
限
度
数
量

は
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
昭
和
四
十

四
年
産
米
政
府
買
入
実
績
数
の
三
ヵ

年
平
均
数
量
に
一
律
按
分
率
を
乗
じ

て
算
出
し
ま
し
た
が
、
こ
の
米
の
予

約
限
度
数
量
を
部
落
内
で
調
整
し
農

亭
連
絡
員
を
通
じ
、
四
月
三
十
日
ま

で
に
市
農
林
課
に
提
出
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
各
農
家
に
割
り
当
て
ら
れ

た
米
生
産
調
整
目
標
数
量
を
百
％
以

上
協
力
し
た
農
家
に
特
別
協
力
交
付

金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
休
耕
、
転
作
を
行
な
う
場

　
合
は
既
に
配
布
済
の
米
生
産
調
整
実

　
施
計
画
書
を
五
月
二
十
日
ま
で
に
市

　
農
林
課
に
提
出
い
た
だ
く
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

　
　
（
昨
年
休
耕
、
転
作
し
た
水
田
面

　
積
を
本
年
も
ひ
き
つ
づ
き
実
施
す
る

　
場
合
、
必
す
計
画
書
に
記
入
）

　
■
奨
励
補
助
金
に
つ
い
て

　
一
、
休
耕
（
蛍
純
休
耕
）
の
場
合

　
　
十
1
当
り
平
均
三
万
円

　
二
、
普
通
転
作

　
　
（
養
魚
池
等
）
十
ノ
当
り
平
均
三

　
　
万
五
千
円

　
三
、
特
別
転
作
（
集
団
転
作
、
植
林

　
　
等
）
十
ノ
当
り
平
均
四
万
円

　
　
た
だ
し
、
養
魚
池
、
植
林
等
の
場

　
合
は
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
十
日

　
ま
で
に
農
委
の
転
用
許
可
を
受
け
な

　
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

●
認
”

難
露

灘
難
懸
馨

繋
瀬
織
灘
毒

い
ま
す
。

　
指
定
地
域
外
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

県
公
害
防
止
条
例
が
適
用
さ
れ
て
い

る
の
で
、
県
条
例
の
規
制
規
準
の
遵

守
が
美
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
の
区
分
に
つ
い
て
は
近
く
第

二
種
か
第
三
種
区
域
と
し
て
告
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
深
夜
騒
音
で
問
題
の
多
い
「
撚
糸

機
」
は
県
条
例
で
特
定
施
設
と
し
て

近
く
告
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
区
域
区
分
の
照
会
は

　
自
分
の
居
住
地
区
の
区
城
区
分
を

お
知
り
に
な
り
た
い
と
き
は
、
雪
害

公
害
係
に
電
話
（
⑦
三
二
一
番
）
照

会
す
る
か
、
ま
た
指
定
図
の
写
を
直

助
役
に
池
田
氏

　
　
　
　
収
入
役
に
酒
井
氏

　
市
議
会
は
去
る
三
月
二
十
二
日
の

最
終
日
に
本
市
助
役
に
池
田
作
三
氏

（
四
十
九
才
）
収
入
役
に
酒
井
梅
吉

氏
（
四
十
八
才
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
両
氏
は
、
去
る
四
月
一
日
か
ら
そ池田助役酒井収入役

れ
ぞ
れ
助
役
、
収
入
役
に
就
任
し
ま

し
た
。

▽
池
田
助
役
略
歴

　
十
日
町
町
立
青
年
学
校
本
科
卒
、

教
委
庶
務
課
長
、
財
政
課
長
、
市
長

公
室
長
を
経
て
現
在
に
至
る
。

▽
酒
井
収
入
役
略
歴

　
早
稲
出
大
学
専
門
部
商
科
卒
、
教

総
務
課
、

　
事
務
の
能
率
化
を
は
か
る
た
め
四

月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
機
構
改

革
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
市
長
公
室
、
庶
務
課
、
財
政
課
を

廃
し
、
あ
ら
た
に
総
務
課
、
企
画
財

政
課
を
新
設
。
ま
た
苗
場
山
ろ
く
開

発
事
業
に
専
門
的
に
取
り
く
む
た
め

接
請
求
し
て
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
騒
音
の
な
い
生
活
環
境
づ
く
り
は

近
隣
同
志
の
理
解
と
相
互
協
力
が
前

提
で
す
。公

害
防
止
施
設
融
資
制
度
の
活
用
を

　
こ
の
貸
付
金
制
度
は
、
公
害
防
止

の
た
め
必
要
な
機
械
器
具
装
置
や
、

工
作
物
を
設
置
し
た
り
改
善
し
た
と

き
資
金
を
必
農
と
す
る
亭
業
者
に
融

資
を
す
る
制
度
で
す
。
市
で
あ
ら
か

じ
め
、
第
四
銀
行
と
北
越
銀
行
に
預

託
金
（
当
初
五
百
万
円
）
を
お
き
、
特

別
枠
の
低
利
資
金
（
年
七
・
六
％
）

を
五
年
以
内
、
最
高
限
度
狼
百
万
円

（
特
別
の
と
き
三
百
万
円
以
内
）
を

委
社
会
教
富
課
長
、
市
長
室
長
、
市

民
諌
長
、
清
掃
課
長
、
保
険
衛
生
課

長
を
経
て
現
在
に
至
る
．

　
　
課
の
場
所
が
か

　
　
わ
り
ま
し
た

　
去
る
四
月
一
日
か
ら
市
役
所
三
階

事
務
室
（
東
側
）
の
各
課
の
場
所
が

下
図
の
よ
う
に
か
わ
り
ま
し
た
。
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

　
な
お
、
三
階
（
東
側
）
の
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
は
庁
舎
二
階
の
市

企
画
財
政
課
を
新
設

貸
付
け
る
も
の
で
す
。
こ
の
資
金
の

剰
用
者
の
金
剰
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
四
％
の
利
子
補
給
金
を
補
助
金
と

し
て
借
入
期
間
の
毎
年
度
末
に
交
付

し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
実
質
金
利
は

三
・
六
％
に
な
り
ま
す
。
騒
音
防
止

施
設
は
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
詳
細
は
而
都
而
開
発
課
雪
害
公
害

係
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

開
鴨
盟
罷
盟
”
”
”
”
・
．
器
”
匹
闘
”
”
四
”
器
認
脆
認
”
躇
臆
認
朋
照
胴
輯
謁
盟
聞

　
民
課
隣
り
と
な
り
ま
し
た
．

苗
場
山
ろ
く
開
発
室
を
市
役
所
三
階

に
設
置
し
ま
し
た
。

▽
総
務
課
の
組
織

　
庶
務
交
通
係
、
秘
書
係
、
職
員
係

文
書
係
、
計
算
係

▽
企
画
財
政
課
の
組
織

　
企
画
広
報
係
、
財
政
係
、
管
財
係

3階事務室平面図

農林課応棲刈市長室1苞影勘役室

隆雲婁員金事醤調

　　　　郁
　　　　　布

課　　聞
　　　　　緻

翻曲唖
　
　
課

誤
　
　
敵

携
　
　
財

総
　
　
西

　
　
企

商工課水道課ター　1灘臨建般

　
商
業
統
計
調
査

　
に
ピ
』
協
力
を
〃

　
五
月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
に
あ
た
っ

て
は
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で

指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
記
入
の
上

調
査
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
シ
ロ
）
は
昭
和
四
十
六
年
度
に
市
衡

地
域
を
中
心
に
大
発
生
を
み
ま
し
た
。
こ
の
害
虫
は
雑
食
性
で
い
っ

た
ん
発
生
す
る
と
な
か
な
か
徹
底
し
た
防
除
が
で
き
す
、
街
の
あ
ら

ゆ
る
樹
木
を
食
い
荒
ら
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
ア
メ
シ
ロ
の
特
性
と
し
て
は
つ
ぎ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
．

①
繁
殖
力
が
お
う
盛
②
発
生
期
日
が
長
い
◎
年
二
回
（
六
月
、
九

月
）
発
生
す
る
．

な
お
、
ア
メ
シ
ロ
防
除
に
つ
い
て
市
と
し
て
は
、
昨
年
の
よ
う
に
大

型
防
除
機
に
よ
る
一
斉
防
除
を
せ
す
、
本
年
は
ア
メ
シ
ロ
專
用
防
除

機
を
十
一
台
購
入
し
、
要
望
の
あ
っ
た
町
内
に
無
料
貸
付
す
る
計
画

で
す
。

し
か
し
、
ア
メ
シ
ロ
は
薬
剤
防
除
だ
け
で
は
、
撲
滅
で
き
ま
せ
ん
．

み
な
さ
ん
の
自
主
防
除
が
最
大
の
方
法
な
の
で
す
。

そ
こ
で
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

①
樹
木
等
不
必
要
な
枝
は
切
り
落
丁
②
樹
木
等
所
有
者
ま
た
は
管
理

者
の
自
主
防
除
の
徹
底
◎
早
期
に
発
見
し
て
早
期
退
治

こ
の
自
主
防
除
で
ア
メ
シ
ロ
の
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
緑
の
多
い
街
づ

く
り
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10月9月8月7月6月5月

冬蜥

皿＼廓。
翻　　　　第1回目の発生

幼虫鐡
嚇

臼’ロ。N一

顯　　第2回目の発生

’気虫i

際

成虫i

縢

幼虫轍
　　　　　　　　　　　朱

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

　
　
　
　
生
　
餓

春
日
市
長
に
藍
綬
褒
章

市
長
春
日
由
三
氏
（
六
十
才
）
は
放
送
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
功

績
に
ょ
り
、
こ
の
ほ
ど
晴
れ
の
藍
綬
褒
章
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
藍
綬
褒
章
は
今
月
の
二
十
日
郵
政
省
特
別
会
譜
竈
で
伝
達
さ

れ
ま
す
。
山
内
さ
ん
が
鮫
蝸
功
労
者
表
彰

市
内
本
町
二
丁
目
山
内
与
喜
男
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
交
通
安
全
功
労

者
と
し
て
中
央
交
通
安
全
対
策
本
部
（
本
部
長
総
理
府
総
務
長
官
）

か
ら
表
彰
さ
れ
、
四
月
十
五
日
首
相
官
邸
で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
山
内
さ
ん
は
現
在
市
の
非
常
勤
交
通
指
導
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

一430一



第185号 市報とおかまち昭和47年4月15日（土曜日）（昭和32年6月5日第三種郵便物認可）一2・一

　　農業後継者と市長との対話集会

農業後継者が農業を広い視野から考え、また

集会を通じ仲間づくりを進めるため、つぎの日

程で市長との対話集会を開きます。

■期日　4月17日　午前9時～午後5時

　　（午前9時～正午分科会午後1時～5時市

　　長との対話集会）

■対話集会テーマ

　α）あなたは農業が好きか嫌いか……なぜ

　⑨あなたの農業経営で一番の間題点は

　のあなたの部落の農業振興策と間題点は

　⇔苗場山麓の開発についてどう考えている

　　か
■対象者

　農業経営の中核者として将来活躍しようと

　するおおむね18才～30才未満の青年男女

　旭ケ丘団地分譲住宅、分譲宅地を募集

新潟県住宅供給公社では、昭和47年度市内旭

ケ丘団地の分譲住宅（生命保険付）と分譲宅地

をつぎのとおり募集します。

口募集戸数面積及び予定価格

種　類 募集戸数
1区画の

面　積

㎡当り

単価
分譲価格

生欄
・分譲宅地

5戸
225㎡
（約68坪）

4，631円 L㎎千円

分譲宅地 10戸
207㎡
（約626坪）

生㈱円 1，吻千円

生命保険付分譲住宅（建物）は木造二階建、

3DK、4DK、分譲予定価格1棟235万円～
275万円

昭和47年5月6日までに市都市開発課にお申

し込みください。

　　　日赤社費納入にご協力を

今年も全国いっせいに赤十字社員増強運動が

始まりました。

昭和46年度はみなさまからよせられた193万円

にのぽる多額の社費は献血事業や救急車の更新

など赤十字事業に役立たせていただきました。

本年も赤十字事業にご協力ください。

　　準軍属の勤務関連傷病に対し
　　特例障害年金を支給

準軍属として勤務に関連して負傷または疾病

にかかり昭和46年10月1日において5款症以上

の不具廃疾であるときは、不具廃疾の程度に応

じて障害年金を支給。

　　軍人準軍人に対する特例遺族年金

本邦等における在職期間内において事変に関

する勤務に関連して負傷しまたは疾病にかかり

これがため死亡した軍人、準軍人の遺族に特例

遺族年金を支給する。

　　　貸出し金利0．5％引き下げ

　　産業青成資金と設備改善資金

市はこのたび県及び金融機関の協力を得て昭…

和47年から産業育成資金及び設備改善資金の貸…

出し金利を0．5％引，き下げることになりまし…

た差淵駿蟄　　　蕪・
　　　　　　　　　　　　　　　……　麩貸付限度額　80万円　　　　　　　　　　　　iii

貸付利率　年7．5％　　　　　　　　　　　≡　醐灘灘穣

　　　　　　　　　　　　　　　≡　　景写貸付及び返済期間　3ケ月一括又は12ケ月　　≡　　一真
　　　　　　　　　　　　　　　≡　　稲は
月賦返済　　　　　　　　　　……　子雪
　　　　　　　　　　　　　　　≡　　平道
取扱い金融機関（信用組合、新潟相互、大光　≡　　地つ
　　　　　　　　　　　　　　　寓　　内け
相互）　　　　　　　　　　≡　）風
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　き設備改善資金　　　　　　　　葦
貸付限度額　IOO万円　貸付利率　7．5％　　　垂

濟

鵬腫　　　灘

　燕薙照

　　　軍属等に対する特例遺族年金

本邦等における昭和16年12月8日以降の勤務期

間内に戦争に関する勤務に関連した負傷、また

は疾病によって死亡した陸海軍の文官、軍属、

および準軍属の遺族に支給する。

嚢
響無燃　繍睡．

　
　
　
　
　
　
　
　
●
㈹
”
㌶
”
龍
戯
祷
蹄
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
「
前
処
理
雪
道
つ
け
」
の
タ
イ
ブ
数
は
四
十
九
回
で
、
最
も
多
い
回
数

覇懲道

霊
毒
鰭
、
辮
馳
．
灘
鱒
．
．

山
間
地
集
落
を
結
ぶ
道
路
は
ま
だ
け
を
整
理
す
る
と
・
つ
ぎ
の
五
つ
の
　
調
査
対
象
部
落
の
雪
道
つ
け
責
任
　
道
つ
け
経
費

地
域
住
民
の
労
力
に
よ
る
「
雪
道
つ
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
区
間
の
総
延
長
は
百
三
十
二
計
材
に
　
　
八
十
一
一
部
落
の
一
冬
期
間
の
雪
道

け
」
が
慣
行
と
し
て
実
施
さ
れ
、
か
e
「
人
力
雪
道
つ
け
」
の
タ
イ
ブ
　
　
達
し
、
市
内
道
路
延
長
総
数
五
百
四
つ
け
経
費
総
額
（
換
算
額
を
含
む
）

ろ
う
じ
て
冬
期
の
歩
行
通
行
が
確
保
　
　
地
域
住
民
が
も
っ
ぱ
ら
”
カ
ン
ジ
十
ニ
キ
・
層
の
二
十
四
．
八
％
に
お
よ
四
百
七
十
三
万
四
千
円
で
、
一
部
落

さ
れ
て
い
る
実
情
で
あ
り
、
こ
の
調
キ
∬
を
つ
け
て
雪
道
つ
け
を
行
な
び
、
戸
数
人
口
の
減
少
し
た
部
落
で
当
り
平
均
負
担
額
は
五
万
七
千
八
百

査
の
目
的
は
山
間
地
域
の
冬
期
交
通
う
も
の
、
魚
之
田
川
部
落
ほ
か
四
十
は
過
重
負
担
を
ま
ぬ
が
れ
す
、
こ
れ
四
十
二
円
で
あ
っ
た
。

確
保
の
た
め
、
地
域
住
民
が
実
施
し
二
部
落
が
こ
の
タ
イ
ブ
。
平
均
雪
道
が
離
村
、
ひ
い
て
は
部
落
崩
壊
の
大
　
　
こ
の
調
査
で
地
域
住
民
の
冬
期
間

て
い
る
「
雪
道
つ
け
」
の
実
態
を
は
つ
け
距
離
は
九
百
六
十
七
層
で
、
最
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
に
払
う
蛍
力
と
経
費
負
担
の
状
況
が

握
し
、
雪
害
対
策
の
基
礎
資
料
と
す
長
は
魚
之
田
川
部
落
の
千
八
百
九
十
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
ら
か
で
あ
り
、
山
間
地
域
住
民
の

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
を
実
施
材
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
期
間
の
雪
道
つ
け
実
施
回
数
　
　
過
重
負
担
、
平
場
地
帯
と
の
格
差
が

し
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
口
「
小
型
雪
上
車
利
用
」
の
タ
イ
プ
　
　
八
十
二
部
落
の
平
均
雪
道
つ
け
回
増
大
し
て
い
る
。

　
調
査
対
象
集
落
　
　
特
定
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
小
型
雪

　飯山

線
の
最
寄
駅
か
ら
ニ
キ
。
麿
以
上
車
を
運
転
走
行
し
て
、
圧
雪
す
る

遠
の
山
間
地
域
の
集
落
等
（
対
象
八
こ
と
に
よ
っ
て
雪
道
を
つ
け
る
も
　
　
警
懲
繕
　
　
　
撚
漏
　
繍
　
　
蟹
懸

士
蔀
落
・
　
　
効
謡
鍵
羅
初
嚢
纏
欝
難
顯
灘
纐
灘

雪
道
つ
け
の
夕
章
三
篁
長
難
部
落
　
灘
畿
謹
轍
鍵
籔
類
霧
灘
灘
鑛

　
イ
ブ
　
　
　
　
　
　
の
一
手
三
百
耕
。
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
鑓
灘
耀
灘
灘
欝
鑛
難
叢
難
難

　
各
部
落
で
実
施
し
て
い
る
雪
道
つ
日
「
e
と
口
の
併
用
」
タ
イ
ブ
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…
…
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＝
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一
一
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＝
＝
＝
一
一
一
＝
一
＝
＝
…
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＝
…
＝
一
＝
…
…
≡
＝
≡
一
≡
＝
＝
＝
一
≡
≡
一
嗣
…
…
…
…
…
隔
…
＝
＝
…
…
＝
＝
隔
≡
…
…
＝
…
＝
一
＝
≡
…
…
＝
…
騨
≡
一
…
≡
≡

　
済
商
　
す
　
　
）
）
）
）
　
）
金
　
の

　
返
　
沢
　
　
ま
　
　
　
付
　
　
付
　
　
へ
資
　
　
服

％
賦
）
水
　
し
ら
　
寄
寄
ム
設
不
内

5
月
互
、
　
　
施
か
　
　
に
　

円
　
　
【
建
　
　
に
　
構

λ
月
相
所
　
　
施
実
分
　
　
　
業
厚
厚
万
）
）
ホ
舎
　
　

分
。
部

燗　

∞
欝

額
返
融
商
工
　
月
消
月
日
　
寄
会
字
郎
　
　
助
　
田
　
　

害
査
新
長
電
県

度
び
金
　
　
　
5
季
5
十
　
　
人
十
太
次
　
之
雄
本
　
　

被
審

限
及
い
先
春
　
婦
赤
豊
信
誠
幸
恒
東
の
察
局

付
付
扱
込
　
　

の
時
所
　
　
条
倉
井
越
藤
内
田
町
）
　

罪
検
務

貸
貸
取
申
　
　
　
例
日
場
　
　
下
赤
酒
生
数
宮
池
袋
に
　
　
犯
は
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
■
■
■
□
■
目
■
■
方

　　　県政モニター募集　　　　　 ≡

応募資格は満20才以上の男女（ただし地方公　≡

務員等は除く）　　　　　　　　　　　　　　≡

希望者は県政に関する自由な意見を600字以　…

内にまとめ住所、氏名（郵便番号）・電話番　≡

号、年令、職業、性別を明記して4月22日ま　…

でにつぎに申し込んでください。

応募先　新潟市学校町通一番町

　　　（郵便番号951）

　　　新潟県文書広報課

　　　開局1GO周年記念貯金、

　　　保険特別セール実施中

十日町郵便局は開局IOO周年を記念して郵便貯…

金、簡易保険の特別セールを実施中です。

期間　5月1日から5月31日まで

季
節
の
齢

話
』
題
ー
』
竈

”””’mlII”1””1””ll”ml””ll”ll””11”II””lll”Ill”1””””i”ll”lll””m””IIll”III“II”””01“”1”II”1“”””1””lllllll””1””m”1”1”ll”IIII”””””ll”［”””lllII”1”1””1””1”ll”II”1””ml”1”““”ll“”””II””ll””1“”1”””lll”””1”“”ll”1””lmlll””II“”1””””ll””ll””ml”1”IllllIm””m”””III”m””lll”II”1”1！1””1”””II“1”1”1”1川”1”lll””闘llll擶

　　　　通算年金制度について
通算年金を支給されるには通算対象期間が20～25年と

いいましたが、どんな場合にそうなるか説明しましょう

　　　被用者年金に長く加入していた場合

国民年金以外の公的年金ばかりに加入していた者は、通

算対象期間が20年以上あればよいことになっています。

それは・これらの老令年金や退職年金の受給資格期間

が、20年以上ということにならっているわけです。もち

ろん・それ以外に国民年金の保険料を納めた期間があっ

てもよいわけです。

被用者年金と国民年金とにまたがり加入していた場合

被用者年金制度の期間だけでは20年にならないが、国民

年金の期間などを通算した場合、その通算対象期間が25

年以上あれば年金がつくことになっています。

　　　（高令者には期間短縮されます）

通算老令年金を受けるためには通算対象期間が20年また

は25年必要なわけですが、この通算年金制度が確立され

た昭和36年4月1日において満31オ以上の者に対しては

24年から10年と受給資格期間を短縮しております。

これは国民年金のみならず、他の公的年金においても適

用されます。

　また、昭和36年4月1日以前からずっと一つの制度に入

っている人でも、4月以後の期間についてだけ考えるこ

とになります。しかしこれはどこまでも通算年金が受け

られるかどうかを考えるばあいだけであって、資格があ

るとなれば3月以前の年数は当然ふくめて計算されま

す。（つづく）

例　20～25年以上の場合　　例太正”年5月生れの場合樋算17年）

共　済 厚　年 厚　年 国年

←10年→←10年→←10年→←7年→

共済厚年 国年

←8年→←8年→←9年→

例大正5年4月1日以前の場合（10年）

国年 厚　年

←3年→←　7　年→

十圖町冑・・驚繋

15才

16

17

18

19

20

21

22

23

●対象／15才～23才（勤労青年）

●期間／47年4月～48年3月
●経費／教材費若干、自治会費年700円

全体学習（火曜）　　コース別学習（木曜）

●ジュニア

　　　　（職場、余暇、男女交際他）

松田鉄夫

阿部啓一一

　、●ンニア
（余暇、青春他）

　専門講師

●習字（ペン） 平野綱一・

●生活（余暇） 田村喜一
●社会（地域） 松田鉄夫
●郷土（郷土史） 大島伊一
●文化（演劇、詩） 野本郁太郎

●エルダー

（結婚、法律、他）

　専門講師

●藁術（レタリング、焼物）

●科学（日常科学）

●料理（栄養料理） 湯本順子
●茶道（作法、茶道） 田村泰宏

●体育（月曜）その他

一431一


